
（ 28. 11. 1 ）　　　館林市議会だより　（8）

人
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
養
は
制
度
改

正
に
よ
り
、
要
介
護
３
以
上
の

方
が
対
象
と
な
り
、
所
得
に
よ

る
段
階
別
入
居
費
も
設
定
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
低
所

得
者
を
対
象
と
し
た
料
金
設
定

を
し
て
い
る
施
設
に
は
ケ
ア
ハ

ウ
ス
等
が
あ
り
、
要
介
護
度
が

比
較
的
軽
い
方
の
受
け
皿
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
に
つ

い
て
や
、
居
住
費
等
の
負
担
の

軽
減
を
受
け
て
い
る
低
所
得
者

の
割
合
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

市
内
に
は
定
員
30
人
の

ケ
ア
ハ
ウ
ス
が
３
か
所
あ
り
ま

す
。
県
内
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
整

備
状
況
は
、
近
県
で
最
も
多
い

こ
と
か
ら
、
現
状
の
定
員
を
維

持
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
弾
力
的
な
対
応
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
入
居
者

に
占
め
る
低
所
得
者
の
割
合
は

約
65
％
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、

在
宅
生
活
の
復
帰
が
念
頭
に
あ

り
、
在
宅
生
活
が
可
能
に
な
れ

ば
退
所
と
な
る
わ
け
で
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

質
問
当
市
に
お
け
る
後
期
高

齢
者
数
の
現
状
及
び
平
成
37
年

の
推
計
、
並
び
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
入
所
待
機

者
数
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

後
期
高
齢
者
は
、
平
成

27
年
が
９
２
３
９
人
で
、
構
成

比
が
12
％
、
平
成
37
年
に
は
１

万
２
５
７
７
人
で
、
構
成
比
が

17
・
６
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ

ま
す
。
特
養
の
入
居
待
機
者
は
、

２
４
０
人
前
後
で
推
移
し
、
緊

急
度
の
高
い
方
が
64
人
、
在
宅

で
入
所
の
必
要
性
の
高
い
方
が

30
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
後
期
高
齢
者
人
口
が
増

加
す
れ
ば
、
要
支
援
・
要
介
護

認
定
者
が
増
え
る
の
は
当
然
で
、

平
成
37
年
に
は
４
５
２
３
人
と

な
り
、現
状
と
比
べ
約
１
２
０
０

斉
藤
　
貢
一 

議
員

　
高
齢
福
祉（
主
に
介
護
保
険
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
問
う

い
て
、
特
に
館
林
駅
西
口
整
備

や
、
茂
林
寺
前
駅
西
口
、
成
島

駅
・
多
々
良
駅
周
辺
の
整
備
な

ど
、
あ
る
観
光
客
か
ら
は
「
館

林
市
は
時
間
が
と
ま
っ
て
い

る
」
と
の
声
も
あ
る
が
、
い
つ

ご
ろ
ま
で
に
完
了
す
る
の
か
。

答

館
林
駅
西
口
整
備
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
広
場
内
の
工

事
を
施
工
し
、
現
在
半
分
程
度

の
整
備
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

茂
林
寺
前
駅
西
側
区
域
市
道
整

備
事
業
は
、
鉄
道
事
業
者
や
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
事
業

の
進
捗
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

成
島
駅
周
辺
の
道
路
整
備
は
、

平
成
24
年
度
よ
り
工
事
に
着
手

し
、
平
成
30
年
度
の
事
業
完
了

を
目
指
し
て
お
り
、
多
々
良
駅

周
辺
の
道
路
整
備
は
、
平
成
23

年
度
で
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
一
向
に
進
ん
で
い
な
い

大
島
地
区
の
農
村
地
域
基
盤
整

備
事
業
の
現
状
は
。

答

現
在
、
地
権
者
の
同
意

率
も
96
％
と
な
り
、
事
業
主
体

と
な
る
県
と
の
協
議
を
進
め
る

と
と
も
に
、国
へ
の
事
業
申
請
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

質
問
大
島
地
区
の
地
元
負
担

質
問

隣
町
の
区
画
整
理
が

多
々
良
駅
か
ら
１
０
０
ｍ
の
と

こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
事
業
の
着
手
に
当
た
っ
て
、

隣
町
か
ら
本
市
に
対
し
事
前
に

歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
協
議

は
あ
っ
た
の
か
。

答

邑
楽
町
施
行
の
鶉
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
行
政

の
境
界
の
確
認
な
ど
の
協
議
は

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
隣
接
す
る
四
町
と
の
連
携

は
一
層
重
要
度
を
増
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
行
政
の
境
界
付
近

で
開
発
が
あ
る
場
合
に
は
、
関

連
自
治
体
で
協
議
を
行
い
、
足

並
み
が
そ
ろ
え
ら
れ
る
よ
う
連

携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
中
途
半
端
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
都
市
整
備
事
業
に
つ

青
木
　
幸
雄 

議
員

多
々
良
駅
周
辺
他
の
区
画
整
理
事
業
、

　
　
　
大
島
地
区
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

事
業
計
画
に
お
い
て
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
最
大

限
行
い
、
地
権
者
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
今
後
の
ほ
場
整
備
の
目

指
す
あ
り
方
と
方
向
性
に
つ
い

て
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答

現
在
進
め
て
い
る
大
島

地
区
の
ほ
場
整
備
を
着
実
か
つ

迅
速
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

次
世
代
に
大
切
な
ほ
場
を
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

た
上
で
の
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
と

居
宅
サ
ー
ビ
ス
両
方
の
充
実
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
下
流
老

人
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
高
齢
者
の
間
に
も
格
差
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。
認
知
症
患
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢

者
住
宅
等
で
過
ご
せ
る
人
も
い

れ
ば
、
短
期
入
所
の
繰
り
返
し

や
家
族
の
ご
苦
労
に
よ
り
在
宅

で
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

尊
厳
あ
る
老
後
を
迎
え
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
特
養
施
設
の

充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。


